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期待と予想、想像力を働かせて。 

校 長  鈴 木 栄 子 

期待・予想・想像、この 3つは常に私たちの心の中で交錯しながら物事は進んでいきます。 

 １年生が朝顔を育てています。芽が出て双葉が開いて・・・毎日本葉が増えてつるが伸びていく様子に、「何色の花が咲くの

かな」「いくつ咲くのかな」と期待が膨らみます。毎日欠かさず水やりをし、強風から守るため鉢を玄関に入れたり外へ出した

り。花が開花するまで、子供たちは想像力を膨らませて世話を続けていました。今は素敵な色の花を毎朝咲かして私たちを喜ば

せてくれています。 

 ２年生は算数で、三角形と四角形の学習を進めています。目の前の図形をいくつかのグループに分類していきます。じっくり

考えて自分の力で作業を進めます。大型テレビに映し出された友達の発表を想像力豊かに聞いています。「なぜ、そう考えたの

だろう」と。同じ考えであっても説明の内容が自分より分かりやすいことに気付いたり、友達の考えになるほどと頷いたりして

学習を進めています。 

３年生理科の授業では「影がどのように動くか」を予想し、確かめるという授業が行われました。はじめに観察の結果を予想

します。予想するためには想像力が欠かせません。その後の観察で分かる結果は、目の前で繰り広げられる雄大な「太陽と地球

の動き」のもたらすものです。予想したことが現実になることへの期待が膨らみます。予想通りであった子供も、期待した結果

が得られなかった子供も、科学的な事象の真理を体験して知ります。その時、どの子供も真理を知ることへの期待が大きくなり

ます。 

４年生はプールで力強いバディーの声が聞こえてきます。思いのほか早く梅雨明けとなった今年は水泳指導にも熱が入りま

す。水泳の学習では４年生になると自らの学習の目標が明確になります。子供が期待するのは、きれいなバタ足、クロールの息

継ぎ、２５メートルへの挑戦、カエル足、正しいフォームの平泳ぎ、タイム更新などです。正しいフォームで泳ぎをおぼえ、水

中に身をゆだねて泳いでいく楽しさは夏ならではの学習です。自分の今より泳げる姿を想像して目標を考えた子供たち。水泳カ

ードに書かれた目標に向かい自らの泳ぎに何度も何度も挑戦していく様子から、想像した自分の姿に近づきたいという思いが伝

わってきます。夏の水泳指導では他の季節ではできない学びをしっかりと進めています。 

５年生は６月に丸沼移動教室移動教室に出かけました。友達と一緒に過ごす３日間、楽しいことが起こりそうな期待と、家族

から離れて過ごす予想しにくいことへの心配と不安が入り交じっての出発でした。子供たちは様々なことを想像し期待していま

した。寝起きを共にする 3日間では予想外のことも起こります。次に何が起こるか想像力を働かせて予想し、友達の気持ちや結

果を想像して行動することは集団生活で体験できる大切な内容です。「こうなるといいなあ・・・。」という期待ばかりでは集団

生活はうまく回りません。３日間予定した行程がすべて実施できたのは、教員が天候に合わせて柔軟に予定を入れ替え計画変更

し、その変更一つ一つに現地シャレ―丸沼の皆様の心温まる支援があったこと、そして何より子供たちが次のことを素早く予想

して自分の行動を考え進めたことにあるでしょう。 

６年生は、LINEの授業を行っています。LINEは東日本大震災際、電話回線等の通信機器が使用不可能となった中でインタ

ーネットはつながっていたことにヒントを得て「親しい人と瞬時に通信ができるため」に開発された期待のツールです。しかし、

便利に使われる LINEは一方で課題も山積していきました。６年生は、「使いすぎ・遅い時間に」という感じ方は人によって違

いがあることに気付き、「感じ方の違い」という課題から相手の気持ちや感じ方を想像し、起こりうることを予想して、「親しい

人と瞬時に連絡をとる」ための期待のツールとして正しく使うために必要なことについ考えています。 

軽井沢移動教室では、大自然の中で友達と共に過ごした３日間、友達と楽しく過ごせることに期待し、協力して役割を果たし

たことは、かけがえのない思い出となることでしょう。今回の経験は、何を「期待」し、何を「予想」して行動するかについて

考える想像力を伸ばしたことでしょう。 

いよいよ夏休みが始まります。子供たちは「学校が休みだ！」という漠然とした期待で夢が膨らんでいます。長い夏休み、家

族でのふれあいの時間に「家族読書」もぜひご活用ください。家族読書はご家族のどなたであっても、お子さんと同じ本を読み

お子様とのふれあいの時間を楽しんでいただく活動です。心身の健康・水難事故・交通事故等に留意され、ご家族皆様ですこや

かに猛暑の７月８月を乗り切ってください。学校は夏休みに複数の大きな工事が入ります。９月にはすべてのトイレが洋式化さ

れ、教室には電子黒板が導入されている予定です。どうぞご期待ください。なお、職員室隣のトイレは今後「ご来賓・職員用」

とさせていただきますことをお知らせいたします。 

 


